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中⼼⽼师好温柔喔
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在⼤阪的新⽣活

2019.09.11

今天是在⼤阪⽣活的第四天√ 已经开始习惯新的⽣活了︕

住家⾥有⼀个三年级的妹妹，特别可爱，经常⼀起做游戏⼀起出去玩（图⼀）带我熟悉周边环境。住家妈妈也特别温柔，即使我⽇语不好也耐⼼听我讲话，还⼀起去买了⽇常⽤品逛
了商场，特别细⼼的跟我介绍（图⼆）做饭也特别好吃（图三）︕真好〜

在学校也交到了朋友︕︕真是特别温柔的⼩可爱鸭╰(*´︶`*)╯帮我解释⽼师的话，带我认识同班同学，带我去参观学校部活，⼀起吃便当，⼀起放学回家……也得到了留学⽣专
有的徽章（图四）是学校学⽣⾃⼰设计的︕特别可爱︕

总之新的⽣活好像还挺顺利的，以后也多多加油︕ (‵▽′)/
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⽩⽩胖胖 充满希望︕

2019.10.06

  如图，有⼀个对本⼈来讲不算好消息的消息，我可能要变胖了︕住家妈妈做饭好好吃，⼜好看⼜好吃的那种︕每天都在纠结要不要再来⼀碗︕（逐渐圆润 ）在学校的便当也是，
特别好吃，看班⾥别的⼥孩⼦便当盒都特别⼩，只有我的还算⼤（但本⼈觉得不够吃 ）于是我⼜买了⼀个⼩便当盒。哈哈哈，可能因为要认真听讲就会变得⾷欲暴涨叭。然后假
期和班⾥认识的同学⼀起出去玩，带第⼀次来⽇本的我逛街，给我介绍，照顾我⽇语特别耐⼼的讲解，总之是特别温柔可爱的两个⼥孩⼦。然后逐渐对⼤阪有了⼀些了解（好吃好玩
的东⻄ ）先不论价钱，好吃是真的好好吃︕真的和动漫⾥⾯的⼀样，⼜上镜⼜好吃的⽇本料理，好满⾜噢〜 所以，据我夜观天象，我⼀定会变胖的。

  家⾥的猫猫和狗狗已经熟悉我了（骄傲 ）太可爱了，摸着软乎乎的，简直是天堂，和猫在⼀起的时间总是过得特别快，每次回家摸⼀摸软软的猫，⼀天的疲劳全部没有︕简直是
两只治愈⼩天使〜住家爸爸妈妈也是温柔的⼈，⼀起吃饭⼀起聊天，特别照顾我蹩脚的⼝语，细⼼的⼩事情真的暖到⼼窝⾥。每次放学回家，总是能闻到路边各种花花草草的清⾹，
⼀团⼀簇⽩花花的云朵慢悠悠地在天上飘着，真的有⼀种特别温馨的回家的感觉。住家妈妈也经常带我⼀起出去玩，⼀起逛超市什么的，还买了⽑线团准备为了冬天去织围⼱（我是
第⼀次织围⼱，零基础和妈妈学习︕）

  学校的课程也逐渐习惯了，虽然偏⽂的现代⽂古典世界史什么的学习起来还特别困难，但是理科的数学化学物理即使听不太懂，看书也懂了，跟上班⾥的步伐⼀起刷题，迎接期中
考试︕特别期待的是期中考试后⼀个星期是修学旅⾏的⽇⼦︕是第⼀次修学旅⾏真的好期待，国内真的完全没有整个年级⼀起去那么远的地⽅旅游学习，这样的活动之后或许我可以
真正打⼊班级内部了叭︕班⾥的同学也特别细⼼对待我，⽇常聊天已经好好交流啦，还被同学夸⽇语说的很顺很标准啦，开⼼︕也跟着学了⼀些⼤阪⽅⾔，真的不要太可爱︕︕每天
都是值得期待的⼀天鸭，最近天⽓也逐渐⼊秋了，连风也变得特别温柔，特别舒服地把炎热的夏季带⾛，不紧不慢地开始充满希望的秋季。

  每⼀天都是超级元⽓开⼼向上的⼩⾼同学︕︕
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修学旅⾏

2019.10.21

 是期待已久的修学旅⾏︕太有⽇本⾼中⽣的感觉了，不仅玩的开⼼，学习到了知识，感觉和班⾥同学的关系⼜更近了⼀步。⼜记住了好多⼈的名字，交到了好多朋友︕

 第⼀次知道修学旅⾏可以全年级⼀起坐飞机去东北，第⼀次知道⼤巴车上也可以唱卡拉OK，第⼀次知道东北⼤地震的可怕程度，第⼀次知道东北的⼗⽉真的很冷，第⼀次穿和服，
第⼀次和朋友⼀起泡温泉，第⼀次和这么多同学⼀起在海边…… 只是四天就有了很多第⼀次。是特别难忘的修学旅⾏。

抵达仙台机场后的⼤巴车上，热情四溢的卡拉OK冲淡了旅途的疲劳，甚⾄有那么好⼏⾸歌我也听过也很喜欢，原来我并没有和⽇本⾼中⽣的时代脱节︕去参观了震灾馆，看了东北
⼤地震后留下的遗迹，特别震撼，不敢想象如果是我经历这样的地震的话，结果是如何。第⼀天晚上是我们四个⼩伙伴住在了当地的⺠宿，⺠宿的爸爸妈妈特别热情特别温柔，带我
们泡了当地的温泉，⽽且泡温泉的时候还可以看到海噢︕吃过饭后听说我没有穿过和服就把家⾥的五件和服拿给我们四个⼈让我们试穿，我的感受就是，和服真的好漂亮，有⼀种特
殊的美感，但是真的好勒，特别紧，⾛路⼦坐下什么的特别⿇烦，原来维持美也不容易︕后来⺠宿的爸爸妈妈带我们看了海，参观了美术馆，去了当地很多富有特⾊的地⽅。玩的特
别开⼼时间也过得飞快。后来我体验了⼿作点⼼，过程朴实⽆华结果却令⼈眼前⼀亮，原来笨⼿笨脚的我也可以做出来⼜好吃⼜好看的点⼼。后来我们也去了寺庙，⼩岩井农场等等
特别多富有当地特⾊的地⽅，每个地⽅都给我留下了深刻的印象。⼟特产也没少买哈哈哈哈哈哈。

 修学旅⾏是我觉得⽇本⾼中⽣活最富有特⾊最值得期待的活动之⼀，是中国⾼中⽣所没有的修学旅⾏，短短的四天留下了太多太多美好的回忆，也涨了不少知识。特别感谢⼤阪府
⽴桜塚⾼等学校，可以给我体验修学旅⾏的机会，真的特别特别开⼼︕
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摘橘⼦

2019.11.10

2019.11.09

 住家妈妈带我和住家妈妈的⼥⼉和⼥⼉丈夫和⼥⼉⼉⼦五⼝⼈⼀起报团去了和歌⼭⼀⽇游（｡ò ∀ ó｡）

 天⽓特别好，是⼀个拍照的好⽇⼦︕

 我们坐⼤巴到了和歌⼭去了神社之后，吃了特别丰盛的海鲜午饭，路上看到了⼀望⽆际的⼤海（我真的太喜欢海了）然后去了橘⼦园摘橘⼦，我吃的特别撑︕橘⼦有酸的有甜的，
从茂密的叶⼦缝中撒下来的阳光都是⼼形的︕(๑•`ㅂ•´)و✧带了⼀些橘⼦回家，开学后带给朋友尝⼀尝哈哈哈哈。最后还在海边看到了⼣阳，和住家妈妈⼀家⼀起合了影在相机上，
住家妈妈还没发给我哈哈哈哈。

 我之前在国内和家⼈⼀起摘过樱桃摘过草莓摘过葡萄摘过⻄⽠，摘橘⼦还是第⼀次︕特别开⼼，感谢住家妈妈带我出去玩︕︕（鞠躬）

 

⾼ 夢⽉さんの⽇記







午夜零时⿇婆⾖腐的吻来了

2019.12.12

⾸先12⽉10号，住家妈妈带我去看电影了。当然这个午夜零时的吻玛丽苏校园灰姑娘爱情故事只有我⼀个⼈看。住家妈妈和爸爸幸福地买了情侣票在隔壁看美国⼤⽚。我⼀个⼈乐
呵呵地坐在全场正中间满怀期待地等待⽚寄凉太和桥本环奈的盛世美颜。不料，电影还没开始我就被前后左右情侣们的粉红泡泡包围了，那烧开⽔似的咕嘟咕嘟争前恐后地往外冒，
别提有多羡慕了。淡定淡定，这种⼩场⾯莫慌。万万没有想到，这电影竟然没有字幕，原以为有字幕我会好懂⼀点，我靠纯听和联系上下⽂猜剧情也猜了个⼤差不差，总之不影响我
欣赏⽚寄凉太和桥本环奈的闪到不⾏的颜值和甜到⽛疼的爱情故事。观影感受就是，这甜甜的爱情我⼲了。

12⽉12号，住家妈妈带我去吃了她觉得很好吃的⼀家⿇婆⾖腐，据说住她家的每个留学⽣都觉得很好吃。我本以为⽇本的⿇婆⾖腐不是很辣，上来之后，盖⼦还没掀开就听见了滋
滋滋的砂锅的余热，⼀股⼦⿇⿇辣辣⼜很⾹的味道霸占了⿐腔，我掀开盖⼦就仿佛回到了中国，那咕嘟咕嘟的泡泡，那油光发亮的红⾊，那鲜亮⽕爆的⼩⽶椒。是我⼼⾥标准的⿇婆
⾖腐的样⼦︕⼩⼼翼翼地盛了⼀⼩勺吃的第⼀⼝就给我烫到了。吹了半天尝了尝，嗯，真的很好吃欸。过个半分钟，天了，那后劲真强，慢慢地变辣，这个过程真美好︖再次感谢住
家妈妈带我出来吃这么正宗的中国料理︕巨好吃。由衷感谢。我爱您。
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メリークリスマス

2019.12.28

クリスマスプレゼントだ︕

クリスマスといえば、私の印象では⾚い服をきて⽩いひげをたくわえ、⼤きな袋をかついでよいしょ、よいしょと煙突の中を上り下りしているサンタクロースだ。

けれどそれはおとぎ話の本で知っただけで、私は今まで⼀度も朝起きて枕元にクリスマスプレゼントがあるのを⾒つけたりしたこともなかったし、靴下を置いておいてもプレゼ
ントが⼊っていたこともなかった。きっと私の家には煙突がないからか、靴下が⼩さすぎたからだろう。

ホストファミリーのお⺟さんは私に「クリスマスにはいつもどんなことをするの︖」と尋ねたので、私は「特になにも特別なことはないよ、するとしてもイブの夜に友達同⼠で
リンゴを贈りあうことぐらいかな」と答えた。お⺟さんは驚いた様⼦で、⽇本にはリンゴを贈りあう習慣はないわ、といったので、きっとそれは「平安夜」と「苹果」の発⾳が
似ていて縁起がいいからだよ、と説明した。

なんで特別なことをしないのか、というと数年前学校の先⽣が「⻄洋に媚び諂うことをせず中国の伝統的な祝⽇を過ごそう」と皆に呼びかけたからだ。中学校の英語の授業では
チョコレートのキャンディを配って歌を歌ったりした。私の両親の年代の⼈たちはさらにクリスマスには特に興味もなく、クリスマスとは何をすればいいかすらも知らない。

ホストマザーは私に、「クリスマスは家でパーティーをするのよ」といったので、私は1週間前からずっと期待していた。クリスマスの夜は皆であつまってテーブルは豪勢な⾷
事で満たされ、わいわいと皆で⼀緒に写真を撮ったりした。

ご飯を⾷べ終わると妹は早々に部屋にもどって寝てしまった。ホストマザーはこっそり私に、下の⼆⼈の妹たちはまだサンタクロースを信じているのよ、と⾔った。私はすごく
驚いた。妹たちは、⼀⼈は⼩学1年⽣と3年⽣でそんなに幼い年でもないけれど、サンタクロースのお話はまだこんなにも⼤切に守られていて、さらにはサンタクロースが真夜
中にこっそりとやってきて⼦供たちへのプレゼントを置いていくと信じているなんて︕

次の⽇、家の⼦供たち全員、私も含めて、クリスマスプレゼントをもらって、私は嬉しくて驚き、感動して、ホストマザーにお礼をいいたかった。私にとって初めて本当のクリ
スマスを過ごし、初めて⼤⼈からクリスマスプレゼントをもらい、初めて⼩さな⼦供たちと同じように⼤切におとぎ話の秘密を守った。家が突然にあったかくなって本当に「家
の温かさ」を感じた。

温かさと優しさはいつもささいものに現れ、まるで⽣まれながらあるもののように、気づかないうちに私の頭をなでた。ホストマザーの優しさは私にも将来⾃分の⼦供たちのた
めにおとぎ話を⼤切にまもってあげようと思わせてくれた。こころやさしいお姫様にはいつも幸せな結末があるように、かわいい⼦供たちにはサンタクロースがクリスマスプレ
ゼントをくれるだろう。

（※これは中国語で投稿されたものを⽇本語に翻訳したものです）
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あけましておめでとう︕

2020.01.06

令和元年の留学生として、大阪で令和2年を迎えることができたのはとても光栄なことだ。

⽇本⼈の年越しの⾵俗習慣を体験できるのもとてもラッキーだ。新年の朝は遠くからでわかるお節料理の良い⾹りで⽬が覚め、おなかがぐぅと鳴き声をあげるなか、私はとって
も豪華なお節料理を⽬にした。中国のものと本当に全然違うなぁ〜でも⾊彩が豊かなのは⼀緒だね︕わいわいとした雰囲気のなかみんなでご飯を⾷べ、⽚付けを終えてから神社
へお参りに向かった。

まだ神社に到着する前から⼈だかりと⾊々な種類の⾷べ物を打っている露店が⾒えた。⻑い⾏列に並んでやっと⼿にすることができたのは、私が夢にまで⾒てあこがれ続けてい
たりんご飴︕りんご飴は私が⽇本のドラマの中で⾒てからずっと⾷べてみたいと思っていて、本当に︕すごくおいしかったけど、ちょっと⾷べづらいね、ははは。それから私た
ちはおみくじを引いた。前回おみくじを引いたときは末吉だったけど、今回は吉だった。やっぱり新年はより良い年になりそうだ。

初めて陽暦の新年を過ごし、初めて⽇本で新年の⾵俗習慣を経験し、決して忘れられない体験になった︕中国のお⽗さんお⺟さんを連れてきて、ここで⼀緒に体験させてあげた
いな。
（※これは中国語で投稿されたものを⽇本語に翻訳したものです）
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スケート

2020.01.12

スケートと⾔えば⼀番最初に思いつくのは⽻⽣結弦選⼿だ。彼のフィギュアスケート姿はアニメから出てきたみたい。中国にいたとき既に⽻⽣結弦選⼿のことは知っていたし、
彼が出場した試合もみたことあった。スケートに対するあこがれはあったけど、中国では抗えない⾊々な要素があって、⾃分のあこがれていることを試す時間も気⼒もなかっ
た。

だから今⽇が初めてのスケート。ホストファミリーの1歳下の妹と、ふたりの⼩さな妹と⼀緒にいった。彼⼥たち3⼈は皆私より全然上⼿。⼩さいころローラースケートはやっ
たことあったから、すごく難しいというわけではなく、少なくとも壁につかまってゆっくり歩くことはできた。ははは。

私は氷の上に出た途端、どこからか来た⾃信が私を前に押し出して、結果は予想通り氷の上にしりもちをつくことになり、お尻が冷たくて痛かった。転ばないように、私はゆっ
くりと歩いた。やっぱりテレビで⼈が滑っているのを⾒るのと、⾃分が実際やるのとでは全然違っていて、⽻⽣結弦選⼿へのあこがれに尊敬の念が加わった。転ぶと本当に痛く
って、スケートのプロの道を歩むためには⼀体何回転んでどのぐらい苦しい練習をして、どれほど⼈知れず努⼒が必要となるのだろうか。私の勉強も同じだ。努⼒なしでどうや
って成果がもたらされるのか。よし、努⼒を続けるぞ︕︕︕︕

最後のころになって、私は壁につかまらなくても転ばずに滑ることができるようになった。⼼のなかにひっそりしまってあるたくさんの⼩さな願いがまた⼀つ叶って本当に嬉し
くて、ホストのパパママが私も⼀緒にスケートに連れてきてくれて本当に感謝してる。短い3か⽉間だけど⼀緒に過ごすことができてとても幸せで、家族の⼀員になれたことが
すごく嬉しい。

（※これは中国語で投稿されたものをスタッフが⽇本語に訳したものです）
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節分

2020.02.05

節分とは⽴春の前の⽇のことだよね。私は、クレヨンしんちゃんのアニメで⾒たことがあって、 幼稚園でしんちゃんが友達たちと⻤の絵をかいてお⾯をつくり、先⽣につけさ
せて、皆は⾖を先⽣に向かって投げていた。これには、病魔と悪いことを追いやるという意味がこめられている。それから、⾃分の年齢と同じ数の⾖を⾷べてた。

だけど、私は恵⽅巻のことは初めて知った。ホストマザーが家族に⼀⼈⼀本恵⽅巻を買って帰ってきた。⾒た⽬は、切ってない巻きずしと⼀緒。ママは「⻄南⻄の⽅⾓に向かっ
て両⼿で持って⾷べるのよ。途中でお話したり、お味噌汁を飲んだりしてはだめで、⼼の中で家族の健康や安全なんかをお願いするのよ。」と教えてくれた。恵⽅巻は⾒た感じ
ではそんなに⼤きいと思わなかったけれど、⾷べてみたら量が多くて⼀本で充分おなか⼀杯になった。ホストファミリーの家の⼦供たちは、もちろんずっと⼤⼈しく座ってはい
られず、活発に動き回っていて、少し⾷べただけでもうこっそりと笑ったりおしゃべりしたりしていた。私はきちんと⾖を16個数えて⾷べたけど、とっても⾹ばしくておいし
かった。ホストママは、「もっと⾷べてもいいのよ」と⾔っていた。もちろん、⼦供たちが⼀番楽しみにしていたのは⻤に扮したパパに⾖をぶつけること︕

とっても⾯⽩い伝統的な祝⽇だった。中国の新年とちょっと似ているかも。中国では元旦にその年の怪獣が良くないこと・ものを持ってくるといわれているので、その怪獣を脅
かして追い返すために、皆は⾚い爆⽵を投げたり⾚い対聯（中国の伝統的な装飾で、⾨の両脇などに対句を記したもの※翻訳者追記）を貼って、古い年に別れを告げて新しい年
を迎える、と昔から⾔われている。病魔を追いやって新しい1年の健康と平和・幸せを願う意味が込められている。今回の⽇本での体験によって、私は⽇本の伝統的な祝⽇につ
いてより深く理解することができたと思う。
（※これは中国語で投稿されたものを、⽇本語に翻訳したものです）

⾼ 夢⽉さんの⽇記



五⽉⼭動物園

2020.02.23

ホストファミリーの妹2⼈と、お⽗さんと⼀緒に、五⽉⼭動物園に⼀時間ぐらい遊びに⾏った。

今⽇は少し寒かったけれど、⼈は依然として多かった。とくにうさぎエリアは⼤⼈気。もちろん⼆⼈のホストシスターも我先にと⼩さなウサギのところに向かっていった。草を
与えたり、なでたりはできるけど、抱っこは禁⽌の⼩さなウサギたち。うさぎはとってもおとなしくて、⼤勢の⼈たちをみても全然怖がらなかった。⼩さな雪の球みたいに丸く
なって可愛い。

私たちは⼩さなお⾺さんにもニンジンをあげた。⾺は⼤勢のこどもたちから争ってニンジンを与えられてとっても幸せだね。なんていうか忙しくて⾷べきれないって感じ。はは
は。

この動物園は⼩さいけれど、とても⼿が込んでいて可愛くて、⼦供たち好みの⼩さな動物園だった。

（※これは中国語で投稿されたものをスタッフが⽇本語に訳したものです）

⾼ 夢⽉さんの⽇記





ゼロから⾃分で作った中華料理

2020.03.08

年越しの時、餃⼦つくりたいな、って考えてた。ホストマザーも「本場」⽔餃⼦をとっても楽しみにしていた。ついに春節の時期になり、ホストファミリーの皆もすこし暇にな
って、餃⼦づくりの時間ができた。

もともとの計画では、餃⼦の⽪づくりから始める予定だったけど、私の餃⼦作りの経験はそれほど豊富ではないし、時間もかかりすぎちゃうから、私たちはこの⽪づくりの⾏程
は諦めた…。午前中、家で必要な材料を考えた。どうせ餃⼦づくりするんだから、もう1種類ぐらい作ろうか。私が⽐較的経験があって、中国の家族が好きなのは⼤体⾟い料理
ばかりだけど、ホストファミリーは皆⾟い料理が⾷べられないから、別の案を考えた。うん、コーラ⼿⽻先はなかなかいいんじゃないかな。ホストマザーは⼿⽻先は⾻があって
⾯倒くさいから鶏もも⾁を代⽤したら︖と提案してくれた。そうして、お昼ご飯を⾷べ終わってから皆で材料を買いにスーパーに向かった。

⼣ご飯を⾷べ終わってから、⾼⼀の妹と⼀緒に餃⼦の餡を包み始めた。⼩さいほうの妹も⼿伝いに来た。餃⼦包みは年越しに⽋かせない情景のひとつだ。⼩さな頃からお⺟さん
が餃⼦を包むのを⼿伝ってきた。⼀番最初は餡を詰めすぎて⽪がパンパンになって破れちゃったりしたけど、だんだんと安定してきてそれなりの形の餃⼦を作れるようになっ
た。年越しの時、時々キレイに洗った硬貨を餃⼦の餡の中にいれて包んで、硬貨⼊りの餃⼦を⾷べた⼈は新しい1年は⾦運に恵まれる、っていうちょっとした縁起担ぎの習慣が
ある。本当に餃⼦包みのこの雰囲気はとっても懐かしくて、⼿は粉だらけになってお⽗さんお⺟さんも皆で⼀緒に餃⼦を包みながらおしゃべりをして、携帯電話に邪魔されるこ
ともなく、皆で和気あいあいと話すことって今の時代とても貴重なことなんじゃないかな。⾃分でつくった餃⼦を⾷べたときのあの⼼もいっぱいになる満⾜感は、スーパーで買
った冷凍餃⼦とは⽐べ物にならない。

 異国の⼟地で、そして⾃分の家族ではない家庭で、⾃分も家族の⼀員となってとても幸せな雰囲気に包まれて、私はまるで⾃分の国にいる時と同じ感覚を覚えた。料理の出来
は皆も⼤満⾜で、⽔餃⼦だけでなくコーラ鶏モモ⾁も⼤絶賛で「料理にコーラをいれるなんて考えたことなかった。⾷べたことない味︕」と⾔っていた。

本当に楽しい経験だった。

（※これは中国語で投稿されたものをスタッフが⽇本語に訳したものです）
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井盖⼉

2020.04.14

  留学⽣活因疫情提前结束了。就把⼀直攒的图给放出来了。做⼀个⼩⼩的总结。

  我第⼀次上学的路上就注意到了井盖，特别可爱，因为丰中市的吉祥物是玫瑰和⼩鳄鱼，不仅仅是市役所，邮便局，还有银⾏之类的建筑物⾥有⼩鳄鱼的形象，连井盖都是⼩鳄
鱼，也有上了⾊的井盖。也算是⽇本的⼀个⼩⼩的⽂化吧，不像是国内，都是千篇⼀律的井盖，就对井盖产⽣了兴趣。

  ⼤阪⼼斋桥，梅⽥的天王寺区就是⼤阪城的井盖，有樱花有⼤阪城，特别漂亮特别精致。第⼀次东京研修时的住的⽇中交流中⼼附近井盖是个⾜球。吹⽥市的井盖是万博公园⾥那
个太阳塔，在万博的商场外⾯看见过但是没进纪念公园⾥看⼀看也是个遗憾。⼩彭同学发过来的⼀个特别可爱的守⼝市的井盖，我不太认识这个⼩动物是什么但真的特别可爱，不愧
是动漫国家吗，哈哈哈哈。

  因为毕竟是个学⽣，也没能去很多的地⽅，也收集不到更多很有趣的井盖，是⼀个⼩⼩的遗憾。以后来这边上⼤学了，也会把收集井盖⼉继续进⾏下去吧。

 

⾼ 夢⽉さんの⽇記
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